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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
In　this　note 　we 　show 　that　Bochner −Riesz　means 　of 　order δwith 　O≦ δく （n

− 1）／2
for　n −dimensional　 Fourier　series 　 of 　continuous 　functions　 can 　not 　have　 the　 localization

property．

　 Rn を n 次元 ユ ーク リ ッ ド空 間 と し ， そ の 元 x ＝ （X1 ，’”，　Xn ），　Pt　＝＝（Yl，…，　 yn ） に 対 し
　 　 　 　 　 　 　 n

て （X ・ッ ）一 ΣXk ）
，k ，1・・ 1− （X ・X ）t とす る 。　zn を Rn の 格子点 全体 の 集合 ・T ・

＝

　 　 　 　 　 　 k ＝1

Rn／ 2 π zn を n 次元 トー ラ ス とす る 。
　 LP （Tn） （1 ≦ p 〈 。 。 ） を Tn 上 の p 乗 可 積

分関数全体 の 集合 ，C （r ） を Tn 上 の 連続関数全体の 集合 とす る 。

　 δ≧ 0 に 対 して f∈ Ll （Tn） の フ
ー リエ 級数 の δ次 の ボ ホナ

ー ・リ
ー

ス 平均を

　　　　　　　　・綱 訟 1一
留・

δ ム ・
‘伽 ・”

とあ らわ す 。
こ こ に

　　　　　　　　ム ー・… ψ ω ♂ 嚇 ・・ ∈ ・り ・

　X を Ll （Tn） の 部分集 合 とす る と き，磯 （，f） が X に 対 し て 局所性原理 を持 つ とは ，任

意 に Xo ∈ Tn を とり ，もし f∈ X が Ix− Xo 　1〈 η な る x に 対 して ノ（x ）＝ 0 をみ た す な ら

ば，夛蛤 S塵（f：x 。）； 0 が成 り立 つ こ とと定義する 。 こ こ に η はある正数 。

・〉 穿 の 時 脳 力 は L ’
　（Tn ） 闢 し て 局所性騁 旃 つ ・ とは 容 剔 ・ 醐 瞬

る 。
δ 一 ！t’

の 時 Ll （・り 闢 して 1・持た な ・ 力見
・

鱈 （P ＞ ・

’
）・・ 対 して 腑
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っ こ とが 各々 S．Bochner ［1 ］，　 E．　 M ．　 Stein［3 ］［4 ］ に よ っ て 証明 されて い る 。 0 ≦

・〈 穿 の 蠏 ψ が局所性原駐 持つ か どうか 1（ つ い て は あま り よ くは知 られ て い な

い 。 本稿 の 目的は こ の 場合 C （Tn ）に 対 して 局所性原理を持 た な い こ とを厳密 に 証明す る こ と

で あ り ，そ の 方 法 は ラ プ ラ ス 演 算 子 の 固有関数 展 開 の 立 場で の V ．A ．　 Ilin　 and 　 Sh．　 A．

Alimov の 論文 ［2 ］を参考に して フ
ー

リエ 級数 の 立場に立 っ て 辿 っ て み て 出来た も の で あ る 。

§ 1 は そ の 準備にあ て ， §2 で そ れ を 利用 して 目的 の 結果 の 証 明を与 え る 。 尚 ， こ れ は山岸

昭善氏 （長野県高校教員） との共同研究に よ る もの で あ る 。

§1． 補 　助 　定　理

・≦ ・〈 ！1E ’
と し， ・ 一 ’

　i−L
’
　一・ （〉 ・） と お く・

　補助定 理　次をみ たす定数 A ＞ 0 が存在する ：十分小 さ い す べ て の ρ ＞ 0 に 対 して ある λo
＝

・
・ （・ ）が存在 して ．す べ て の a ≧ λ el ・対 し，E − E

，

一 ｛西 R 据

・号≦ 1ツ i≦ ・ ｝と

して

（1〕 ∫1 Σ 　Σ（
　　　　h1−
　　　　2 ）

・

el
・m ・ ’ ・ld・≧ A ρ

・

σ
・

　 　 E 　 OSk く 2　 ±mlZ
・・k

が成 り立 っ 。

　証 明 証明の 都合上 ρ を ρ
4

と して 示す 。

k − ・ の 時　Σ（・
一÷）

δ
e

‘（m ・y ）一 ・ で あ るか ら，〔1）の 代 わ りに

　 　 　 　 　 lm12−．k

（2） ∫1Σ　Σ（
　　　　h1−
　　　　A ）

・
el （m

・ y ・！dy≧ B ρ
4e

、M ・

　 　 L 　　］≦ k ＜ λ　lm12囗k

を示せ ば十分で ある 。
こ こ に B は λ ．ρ に は無関係 な正 の 定数で あ る 。

　 ρ ≦ 1 と し，次 の radial 関数 を考え る ：

　　　v ・ （／y　D ＝ ｛
（

騨
ω

：1；筐1：
こ こ

  1、。，一 … ）
一・f・・− 4・

・
ei

・x ・咄 一 ・・ h・一・

2 ・
・ ・・… fTn　v，． ， （，・7・，1）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i刈 くfx

で あ り，　 距 （t）＝ 」μ （t ）t
一

μ
で ， JPt（t ） は μ 次 の Bessel 関数 をあ らわす 。 そ うす る と

1配 ド冨 ん な る m ∈ zn に対 して

　　　　（・・）⊇一（・ ・ ）
− nf

・・ （回 ）・
一
一 ・・

一 （・・ ）
一

噛 （・ ・Vif− 1 （1・ の ・
・− ld

・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 iン 1＜ ρ

　　　　　　　＝＝　2 δr （… ）π
弩
一δ

fle
−

（｝− 1 ）

兀
’

吻 ． 、
（σ ・）」g− 1 （曜 ・）バ

・ d・ ．

こ こ で Bessel 関数 につ い て の 公 式 （［5 ］，　 p．192，193）を用 い る と，δ＞ 0 に 対 して は
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　　　　　　　　2 δ

・（… ）π 募一・

伍
一

・詈一り 五
 
・
号．、

（v：・T ・ ）」
：一、

（f・ ・ ）r
−
・
・
　d ・

　　　　　　　　一 ｛11
一

銚 1；碧≡ ・・− k・t ，

そ して δ； 0 に対 して は

　　　　　　禪
一1

路 ・v
−
lr）」

｝
“

，
（（Er ）dr −｛li；三；，i　一

・b，

で あるか ら・価 ）論 浩 ∬一∬・す・ ・ とに よ ・ て次 の 様 に な ・ ・ lmlp− 　k と して ・

δ ＞ 0 の 時は

（3） （v ・ ）i’一 （・− k）t　一　2er （δ・ ・）VI
‘
VTk　

“t・n
−1）

∬1（・ ）

こ こ に

　　　　　　　　　　　　 pa

　　∬1（・ ）一 舮 伍 諤 ♂
參． 、

（σ ・ ）喉．1 （伍 ・ ）パ
・ dr ．

そ して δ一・　O の 時は

｛3〕・

（v 、 ）1・・　61 − a ε

伍
｝音（・

− t）ii （・ ）

こ こ に

　　・1… 一 π 帚 ∫・
，
（π ・ ・c」

，．1 （f・ ・ ）d ・ ．

　 さ て A ＞ 1 に対 して A を A ＞ λ な る様 に とる。

　最初 δ＞ 0 とす る 。 （3）の 両辺 に ei
（m ’ y ）

を乗 じて lm12＝h なる m ∈…zn に つ い て 加 え ，次

に それを 1 ≦ h ＜ A な る hに つ い て 加 え ，そ して そ の 絶対値を と りE上 で 積分す る と次 の 不 等

式が得 られ る ：

｛4） ∫iΣ Σ（・− 4・
ee ・（… lldy

≧ ∫1Σ Σ（v ・）Mel（酬 ・。

　　 E1 ≦々 ＜ Xlmt2 ＝h　　　　　　　　　　　　　　　 El
≦ k ＜ Alm12 −k

　　− 2 δr （… ）σ ゴ1Σ Σ伍
一
善・・

− 1 ）i2（・ ）ei
・m

・… 1・d，i．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E 　1≦ k ＜A 　lml2 ”k

こ れ は （2）の 左辺を評価 す る た め の 主要 な 道具 とな っ て い る 。

　　lim∫1（v ・ ）6・ Σ Σ （・ ・）A　el （m … 1　・・　＝ fl　v 、 （1川 dy
　　

A ，　DeE
　　　　 1≦ k ＜ A　lml2＝k　　　　　　　　　　　　 E

が成立 する こ と ．及 び 1（Va ）il≦ C ρ
F
ザ】「

ε

，
　IEI≦ 2

．
ρ

4 ” に注意す る と

・5
聰 鳳 訊 （v ・ ）A　ei　

cm ，　」 ）1・・ ≧f
．
　IVa（1・ ・1・・

一・ ・
号n ＋ 9＋ 3δ

　P
” ’

　r・　
e

が得 られ る。従 っ て結論を示 す ため に は十分小 さ い す べ て の ρ ＞ O に 対 して あ る Ro （ρ ）が存

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 123
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在 して ，すべ て の λ ＝ ao （ρ ） に対 し

呻 ・・ （ly・）1雌 …
4E

　・・
e

・・1　 2 δr ・δ … ‘11薫。 訊哢 → （” 鬯1 ）
il ・… 州 ・・ ≦ B ρ

4e

を 示せ ば よ い 。 こ こ にβ は z
，
A

，
ρ に は無関係な定数で あ る 。

　 δ＝ 0 の 場合 も同様で ある 。  
’

よ り同様 に議論 して

・4・
’

鳳 1黒！剛 ・・ ≧4！黒。 。 臥曜
（
酬 の

一

塑 盈。訊晴
一
’（n ’1）

∬1・…
冨 （酬 の

一看岨
・

’ （m
’・” 　1・dy

が 得 られ る 。 Parseval の 等式，
＃

｛m ∈ Z π

： lml2＝ λ｝＝ 0 （fア　t（ n− 1　｝．）及び IEl≦ 9n ρ
4n

な る事実 を用 い ると

姫 ！嚠 ・・ ≦ ・ ρ
2 ＋ 4 ‘

・F2　e

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ］

が分か り ，更に （5）も成 り立 つ か ら，こ の 場合 もまた（6×7｝を示せ ばよ い 。 但 しこ の 場合 蔦 （ρ ）

をあ らわ す積分は（3）
’
に従 っ て improperの 意味に とる 。

　 不等式  を証明す る 。

f
．

　1・・ （1・ ・1・・
一・… 1 ・

“
r … 1・唖

・

船 σ … 1… 1・，． 、
（f… lr

−
・・

− 1 ）d ・

にお い て ，Bessel関数の 漸近公 式

・
号． 、

（fア　r ）一ノ亨（π ・ ジ  ・・ （π ・
一・）・ ・ （（π ・ ∫暑）

こ こ に ・ − 9（9 ・ δ）・ 乞 及 び不等式

　　　　1… （而「r
一

θ）1≧ ・… （π ・
一・）一去・身… （・π ・

− 2 θ）

を用 い る と

4 ・ ・ G ・ Dld ・

　　　≧ … ）Z・2・　r （・・ ・ … n ・・珈 ・

（41ン・
一’

d・ ・船
‘ 一’

… ・・if・　r − 2 θ ・dr ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4

　　　
−

・σ
朧

二4レ ‘
− 2d

・ ）

が 得 られ ，最後の 二 番 目の 積分 に は 部分積分を適 用 す る こ と に よ り

　　　
一 （・・ ）

：
・

“

r （… ）・ n （・・ ）
冒
垂
÷（・− S・e ）ρ

4effe −一
・ ・青表… f・

e

）

が得 られ る。従 っ て B を
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（8｝ ・B − （・ ・ ）
：2 δr （… ）… （・・ ）

『
去｝（・− S， ）・e

　　と定めれば ，各 ρ （0 〈 ρ 〈 1 ） に対 して あ る λ
o （ρ ） が存在して ．すべ て の λ≧ あ （ρ ） に

　　対 し  が成 り立 つ こ とが分 る 。

　　 （7）を証明す る た め に ，先ず 1：（ρ ）に 対 して 次の 評価が 成 り立 つ こ とを示 す 。

　　　 （i）　 す べ て の λ，k に 対 して

　　　　　　1・・：… 1≦ ｛晦：認
　　　（ii） λ ≠ h に 対 して

　　　　　　li：（ρ ）1≦ ol 伍 一π 「
1
ρ

一
δ
一1

（δ ≧ 0 ）

　　こ こ ICC は h ，A ，p に は無関係な定数で ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　　　（i）を示 す 。
δ ＞ o の 場合は評価 Jv （t）； 0 （t

”’
？ ）よ り直 ちに 得 られ る 。

δ 一〇 の 場合は

　　　　　　・‘（・ ・− VTt・f・ i・∫
1

＋ f　
”

・Jg （σ ・ ・」
，
．1 （m ・ ・d ・

一　li＋ ・
、

　　と分ける 。 　∬1
に つ い て は同 じJp（t ）の 評価を用 い て

　　　　　　国 ≦ Cl ・9 去
が得 られ … ，

・ つ ・ て ・漸近公 式 」・ （t ）∀写・

− t
… （t 一詈・ 遜 ）・ ・ （β ）を

　用 い る と …
一 券晋・ 乞 ψ

一 劵狂 ・）’ f と して

1∬
， 1・ ・　1

一 ÷　　 ｛… （（ザアーゾ万）r − 9）｝

− i

が得 られ る 。 以 上で （D が 証明 され た 。

　 （ii）は少 し厄介で あるが部分積分を 2 回施す こ とに よ っ て 示 され る 。 こ こ で 用 い る公 式は

次の もの で あ る ：

｛・｝　 ｛亡
一
r・」v （・ t ）｝

’
一 ・ t

’

・1．
．1 （‘ ）

（b）　 ｛t
”

・」 ， （・ t ）｝
t

− 一
・ ガ

”

」 ， ＋ 1 （t ）

（c ｝　　Jv ＿1 （t ）十 c丿  ＋ 1 （t ）＝ 2vt
卩1

」  （亡）

　　1　f
，

’““
・　

”

｛・・… σ ・ 伍 ・・
一 ・・ ＋ ψ））・ … （（fi − Fh ・・

一 （・
一

ψ））｝d ・ 1

・ ・ （σ
一’

∫
9°
バ

2
・・ ）・ ・ （副 ∫∵ 2

・・ ）・ ・ （r 星r1 ∫
°°
r
『3d

・ ）

　　lf；
°°

・

− 1

　　　　　　 d ・ i・ ・ （
　 1

ゾア＋ 伍
）・ ・ （・）

　　1∫
’ 

・

− 1s
・・ （ff・

一
・Fh ）rd ・ ｝・ ・（・）一 ・ （・）
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2　　　　　　　　　　　　　　　　 2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ρ

で ある 。 右辺の 第 1 項 は ff　
”t 伍 畦 ∬蘇 ρ ）に 等 しい 。 第 2 項以下 の項 に ，そ して α ，βに

も評価 。1v（t ）＝ 0 （ガ 巷）を用 い る と結局

　　　　IS （ρ ）；　ff　
2
　fk

−z
∬孟（ρ ）＋ 0 （伍

一1
（1 ＋ π 伍

層1
＋ π

2
伍

町2
）ρ

＋ 1
）

が得 られ る 。 故 に ，も し λ＜ h な らば

　　　　lit（ρ ）1≦ c （伍 一ff）
− 1

ρ
一e −1

が 得 られ る 。

　λ＞ h の 時は今行 な っ た計算で Jg
． o

（V
”
：i
’
　r ） と Jg一ユ（Mr ）の 役割を逆 に して 行な うこ と

によ っ て 同様 の 評価が得 られ る 。 以上で （ii）が 証明 された 。

（7）の 証 明に移 る ・ 〔7｝に お けるん に つ い て の 和 Σ　を次 の 三 つ の部分
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1≦ k く A

　　　　｛1 ≦ f・ ・ 去司 ・ ｛9Vi・ m ・ f・ ｝

　　　　｛1 〈 1伍 一副 ≦ 麦　tT｝

6　　　　　　 　　　　　　 　　　　 小　嶋 迪 孝

　 さて｛a ）を用 い て 示 され る次の 等式

　　　ff・
−f・M

”t・・i・（・ ・一∬履． 、
（vr ・ ）k − 1 （if）5 ・ ）r

− °d ・

　　　＝fE
− 1

∬  ． ，
（v

’
］i
’
　r ）r

−
（9・ ・ ｝

｛・
il」

勞
（fle　r ）｝

’
dr

に お い て ，　 （a ｝（b）を用 い て こ の 方向で 部分積分を 2 回行な うと．a
’
・ ・

　Jf ． o （ff ρ）吻． 1（伍 ρ ）p
『

δ

，

β＝
吻． δ． 、

（V
“
7　p ）Jl

． 、
（伍 ρ）ρ

『n
と して ．右辺 は

　　　　
一
伍

一1
α 一

偏
一2

β・ f22・fk
− 2

∬  ． 、． 、
（v
’
7r）」g． 1

（航 バ
ed

・

に等 しくな る 。 ｛c ｝を用い るこ とに よ り

　　　　　∬隔・ n ・ ・ （f】「r ）晦． 1 （伍 ・ ）r
一

δ dr

　　　　諤
ゆ
7

号． ・（Fa　r ）晦．1 （fh　r ）r
−・　dr

　　　　
一
肅

一1

∬  ・ 、
（帰 擁 （（Er ）r

’δ 一’

dr

　　　　
− ・・ ＋ 2 δ… r1 ∬海． 、． 1

（… r ・」
，
− 1 （Fh　r ・・

一
δ
一

’

dr

　　　　・ n （n ＋ ・ … ）rl 伍
一

ザ嵐 、． 、
（佩

一
r ）・． （Fh　r ）r

−
・
一

・ dr
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　　　　｛1伍 一汀 1≦ 1 ｝

・・分・ 洛 ・ の 和を Σ
“，

， Σ
 

， Σ
〔3〕

と書 く． 従 。 て

S・・
一 ・

・
・・・… 輿 壕い

一t（n −．1）・‘… e
’Cm ・ ・ ’1・d・）t ・ノー ・

・
2…

とお く と き ，十分小 さ い す べ て の ρ に対 し て

　　s 、 ≦
−IF　B ρ

4f

が 成 り立 っ こ とを示せ ば よ い 。 こ こ に B は   に よ っ て 定 ま っ た 定数で あ る 。

　 Schwarz の 不等式 と Parsevalの 等式 よ り

　　・， ≦ ・ げ ）
e
（Σ

” ’

　z
’
　m

−
・n − 1 ）1・‘（・ ）1・ ）音

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b　　 lmlz・・h

が 得 られ る 。

　　81 に つ い て は．・ の 領嫌 お ける h に つ い て 肪 一副 ≧ 吉伍 が 成 り立 つ ・ とに 臆

して評価 （iD を適用 す る と，　lI‘（ρ ）｝≦ C 伍
一1

ρ

一a − 1
が得 られ るか ら

　　81 ≦ ・…
n

・t・ρ
一… ・

Σ
‘’｝

Σm
−

・n ・ 1 ）
）
t

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 距　　1ml2ik

　　　　≦ α ρ蝋 ρ

一2 δ
一2
Σ　imi

−
・… ）・

）
i−　Cl ρ

2 ” ”°
−1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1ml ≧ 1

　　　　＝ Cl　P
’＋ 3δ・

ρ
4 ε

が勍 立 つ
． 故に ρ 1 を Cl　P1

’＋ 3 δ

≦ 靜 な る様 ・・小 さ くとれば ． ・ ＜ ・ ≦ ρ 1 に 対 し て

81 ≦ 靜 ρ
4ε

と出来 る ・

　 S3 に つ い て も同様に して 出来 る 。
δ＞ 0 の 時評価 （i） よ り

　　s ，≦ o （ρ
・n

）
t
（P

−・δ

Σ
 

　Σ　m
−
・・

− 1）
）
t

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 k 　　lm十z・・k

　　　≦ 0 （ρ
・・

）
S

（ρ
一・δ

、匚τ
一・n − 1）

Σ1 　　 ）
t

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 fA − 1 〈 IMIく 礪「＋ 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　 1

　　　 ≦ C3 （ρ
4n

）
T
（ρ

一2 δ

）
7 ＝ C 、 ρ

2 ” 一δ
軍 C3 ρ

2 ＋ 3 δ ・
ρ

4e

が 得 られ る・故・こ ρ ・ を ・ ・ ρ 32
＋ 3 δ

≦ 靜 な る様 ・ 小 さ け とれば ，・〈 ・ ≦ ・ ・ e・対 して

s ・ ≦ 去・ ・
‘’

　t 出来 る ・

また ・ 一・ の 時は論 ・（・）・ り 1・・‘（・ ）1≦ Cl・9 告≦ 弓 が得 られ るか ら，今 の 言＋

算を δ一 1 と して辿れば

　　S ， ≦ C ，ρ
2 躍
『1

； C 、 ρ
・

ρ
4 ε
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が 得 られ る ・ 故 に ρ ・ を c … ≦ 靜 な 繍 ・ 小 さ くとれ ば， ・ ＜ ・ ≦ ・ … 対 し て

s ・ ≦ 粐 ρ
4 ε

と出来 る・

最後 に s ・ ・ つ い て 示す ・ こ の 領齣 … つ い て は 壱σ ≦ fh ≦ 豊σ 鹹 り立 つ か ら

評価 （ii） よ り

　　・・ ≦ ・ （・
・n

）1（ρ

一2・一・
π

一
・・

一
・

Σ
 

Σ（M −　V
−
7 ）

一・

）1
−

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 k　　l瑚 2酉々

が得 られ る ・ こ こ で P −
・ （・）を ・・

≧ 壱σ をみ た 撮 小の 纖 とする ピ

　 　 　 　 〔2J　　　　　　　　　　　　　 b

　　　　　　Σ（伍 一 fA　）
”2 一Σ　Σ　　　　　Σ厚万 一rア 「

2

　　　Σ
　 　　　距 　囲

2一
た 　 　 　 　 　 ・

＝12 レ
ー

夏
く 1fik一α

r
　l ≦ 2・圏

2＝々

　 　 　 　 　 　 　 P　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 P

　　　− 0 （Σ2
− 2 ン

Σ・ 　　　）− 0 （Σ2
−Zv
Σ・ 　 ）

　 　 　 　 　 　 ・− 1 　 　 2
ン
ー1

く 脚 ト α
一
」≦ 2

リ

　 　 ・ − 1 　 11刎 一
「i
’
1E2

リ

　 　 　 　 　 　 　 P

　　　− ・ （Σ2
− 2 レ

σ
” − 12 ソ

）一 ・ （σ
躍 一’

）

　 　 　 　 　 　 v ＝ユ

で あ るか ら

　　S 、 ≦ C ， ρ
2”’t「’1− C 、 ρ

1 ＋ 3 δ ・
ρ

4 δ

鵬 られ ・ ． 故 に ρ ・ を ・・ ρ ・

1 ＋ 3δ
≦ ぎB な る様 に ・J・ さ くとれ ば・ ・ 〈 ・ ≦ … 対 して

s ・ ≦ §B ・性 蘇 る・

　以 上 で （7）が 証 明 され ，補助定理 が 証明 さ れ た 。

　 §2．　 定理 とそ の 証 明

　今我 々 は次 を証明 出来 るに至 っ て い る 。

定理 ・ ≦ ・＜ 吉（n − ・）嚇 ss （f）cまα ・り 闢 して 局Pftk原理黼 た なu・
・

　証 明　 Qn＝［
一

π ，π ］
n

とす る 。 結論を示す た め に は適当な ρ ＞ 0 及び関数 ノ ∈ C （Qn）が存

在 して

　　f （x ）一 ・ f・・ 1・ 1≦ 吉・ ，

　　　Iim　I8汐（ノ：0 ）1＝ ＋ 。 。

　 　 　 R →c。

が 成り立 つ こ とを示せ ばよ い 。

　任意に 小 さ い ρ ＞ 0 を とり固定す る 。 そ の ρ に対 して 関数 g ∈ 0 （Qn ）を

　　　　・ ω 一 ・ f・・ 1・ 1≦ 去・

128

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

　　　　　　　　　 多変数 フ ーリエ 級数の ボ ホ ナ
ー。リース 平均 の 局所性定理　　　　　　　　　　9

　　　　・ （・ ）一 ・ f・ ・ 身・ ≦ 1・ i≦ ・

　　　　 0 ≦ g （x
・
）≦ 1 　 for　 x ∈ Qn

な る様 に任意 に とる。次の 様な σ （Tn ）上 の 線形汎 関数の 族｛乃 ｝R ＞ o を考え る ：g ∈ 0 （Tn ）

に 対 して

　　TR （9 ）− 8β（99 ・ 0）一（2 π ）
−n

∫ep（ッ ）8 （ツ ） Σ（・一 主
＃J2）

δ
e

’（一 ・ y ・dy ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 亅mi 〈 R

こ こ で ・9 ・ ・ （Qn）且 つ ・ （・ ）・ （・・）一 ・ … 1・ 1≦ 粐 に 軈 す る ・

さて 繍 否定 して ，f （x ）一 ・ f・・ 1・ 1≦ 去・ な ・臆 の 麒 ∫ ・ ・ （Qn ）・

対 して

　　　hmlS β（f ・ 0 ）1〈 ・ ・

　 　 　 R →c・

が成 り立つ と仮定す る 。 そ うす る と任意 の g ∈ C （Tn）に対 して lim　l恥 （g ）1〈 ・q が 云 え
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 R →oe

る こ と にな るか ら

　　　 ・叩 IT。 （9 ）1〈 ・・
　 　 　 R ＞ o

が 成立 する 。 TR （・） は 各 R ＞ 0 に対 して C （Tn ）上 の 有 界線形汎 関数 で あ るか ら Banach −

Steinhausの 一様有界性定理 に よ っ て

　　　 sup 　Il　TR　II＜ oo

　 　 　 R ＞ o

が 成立す る 。 と こ ろで

　　　　ll・T ・
・ll− ・…

魂

ル ・・）
1三チ

・」 霊・
’

e
’（例 の

　　　≧ （・・ ）
一” f　 IΣ（

　　　）m12
1 −
　　　　RZ

）
・

e
’（觚 ・” 1吻

　　　　　　　　　去ρ ≦ IM ≦ ρ lml 〈 R

　　　− （2 π ）
−n
∫　　1Σ　Σ（・

一与笋）
・

e
・C − ・y ・ldy

　　　　　　　　 音ρ ≦1丿 ｝≦ ρ ・≦ 鳶 ・ R2 吻 12−々

が成 り立 つ
。 こ こ で §1 の 補助定理 よ り，十分小 さ い ρ ＞ 0 に 対 して あ る R 。 （ρ ）が存在 し，

す べ て の R ≧ Ro （ρ ）に対 して最後の 項は

　　　　≧ （2 。 ）
一・

A ρ t（同 ）
一・ Rt

・n
− 1）一一・

な る様 に下 か らお さえ られ る 。 こ こ に A は補助定理 に お け る定数で あ る 。 こ れ よ り

　　　　sup 　II　Tfl　］i＝ ＋ ・。

　 　 　 　 R ＞ 0

とな り矛盾 が得 られ ，定理 が証明 され た こ と に な る 。
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